
平成３０年度 

「生徒自身による『私たちのネット利用ルール』づくり」 

活動推進実践報告書 

１ 学校の概要 

（１）学 校 名 

   三郷市立栄中学校 

（２）学 級 数（平成３０年５月１日付け） 

１年：３学級 ２年：３学級 ３年：４学級 特別支援学級：２学級 

（３）生 徒 数（同上） 

   ３４０名 

（４）教職員数（同上） 

      ２７名 

２ 「私たちのネット利用ルール」づくりについて 

（１）取組内容（決定までのプロセス） 

   ８月 埼玉県教育委員会より６名が「ネット利用ルール」づくりアンバサダーに任

命され、合同ワークショップへ参加する。 

  １０月 ３年を中心に学級活動の時間にネット利用ルールについて話し合いを行う。 

      アンバサダーを中心にルールの策定について話し合いを始める。 

  １１月 ルールの原案を決定する。 

      中央委員会にてアンバサダーより提案→承認 

（２）全校への周知の方法 

  ・アンバサダーが生徒朝会にて発表。 

  ・アンバサダーが生徒会通信を作成して全校に配布。 

  ・学校だよりや学年だよりを通して家庭に周知。 

  ・横断幕やのぼり旗をデザインして作成し、校舎周りに設置。 

（３）私たちのネット利用ルール 

  ①マイナスな言葉は書き込まない！ 

    ②絶対に個人情報をのせない！ 

    ③ネットで知り合った人とは昼間に数人で会う！ 

３ 活動推進校独自の取組（広報活動） 

（１）活動内容 

  ①近隣小学校にて取組の発表 

    ②横断幕とのぼり旗の作成 



  ③「あつまれ！みさとの子」での発表 

（２）実施期間 

    ①平成３０年１２月１７日（月） 

    ②平成３１年２月～ 

  ③平成３１年２月１０日（日） 

（３）その他 

    ①新和小学校６年生を対象に、パワーポイントを使って、本校のネット利用ルールと

その策定までの過程、今後の啓発活動について発表した。 

  ②アンバサダーを中心に、ネット利用ルールを周知するための横断幕とのぼり旗をデ

ザインし、作成した。校内だけでなく、近隣小学校にもお渡しし、校舎周りに設置

していただいている。 

  ③市内中学校８校の代表者が集まって三郷市の「５つのケータイルール」について話

し合う「あつまれ！みさとの子」において、パワーポイントを使って、本校のネッ

ト利用ルールとその策定までの過程、今後の啓発活動について発表した。 

４ 活動の成果と課題 

（１）成果 

  今回の活動を通して、生徒たちは「ケータイやスマホを使わないようにする」のでは

なく、「安心・安全に使うためにはどうしたらよいのか」という視点から考えることが

できた。ケータイやスマホを使う上でのマナーやルールを意識して生活することが、最

終的には自分の身を守ることにつながるということを改めて理解していた。 

  さらに、インターネット上でのトラブルを減らすためには、日頃から円滑な人間関係

づくりに努めておくことが大切であるということに気づく生徒もおり、日常生活におけ

る人間関係づくりの改善も期待される。また、保護者や地域、小学生に対する意識付け

も図ることができた。 

（２）課題 

  多様な情報が安易に収集できる現代社会において、自ら情報を取捨選択し、よりよい

生活を送るために有効活用するためには、情報リテラシーは必要不可欠である。 

  また、携帯電話の所持率が高い本校において、インターネットという閉鎖的環境は、

たとえ保護者であっても容易に確認することのできない現状もある。生徒の意識を高め

ることはもちろんだが、保護者や地域など、生徒を取り巻く環境を整えることも重要な

課題である。生徒自身で正しくインターネットを利用できるようになるまで、保護者や

地域も一丸となって支えていくことが必要であると考える。 


